
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ez-NodeFinder ご利用ガイド 
（Ver.1.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

目次 
動作環境 ............................................................................................................................ 1 

必要なシステム ........................................................................................................................................... 1 

1. 初回起動 ................................................................................................................... 2 

2. ハードウェア検索 ........................................................................................................ 3 

1. 通常検索............................................................................................................................................... 3 

2. IP範囲検索 .......................................................................................................................................... 5 

3. 検索結果の読み込み／保存 .................................................................................................................. 9 

4. 検索結果の書き出し(『e-Survey+』形式) ................................................................................................. 9 

3. 差分比較機能 ........................................................................................................... 10 

1. 差分比較............................................................................................................................................. 10 

2. 差分比較画面から追跡画面へ遷移する ............................................................................................... 15 

4. 結合（マージ）機能 ..................................................................................................... 16 

1. 結合（マージ） ...................................................................................................................................... 16 

5. 検出状況の確認 ........................................................................................................ 19 

1. 検出状況の確認 .................................................................................................................................. 19 

2. 自動検出ツールの稼働状況確認 ......................................................................................................... 21 

3. 抽出条件確認 ..................................................................................................................................... 22 

6. 検出データ解析 ......................................................................................................... 23 

1. 検出データ解析 ................................................................................................................................... 23 

2. 自動検出ツールの稼働状況確認 ......................................................................................................... 24 

3. 検出データ解析画面から追跡画面へ遷移する ...................................................................................... 25 

7. 端末追跡 .................................................................................................................. 26 

1. 端末追跡............................................................................................................................................. 26 

2. 自動検出ツールの稼働状況確認 ......................................................................................................... 28 

8. 管理 ......................................................................................................................... 29 

1. 検出リスト ........................................................................................................................................... 29 

9. 端末の自動検出ツール .............................................................................................. 31 

1. 自動検出設定 ..................................................................................................................................... 31 

2. 自動検出ツールの実行 ........................................................................................................................ 34 

3. 自動検出ツールの終了 ........................................................................................................................ 35 

4. 参考：Windows起動時に自動検出ツールを自動的に起動する ............................................................. 36 



 

  1 

動作環境 
ここでは、ez-NodeFinder および ez-NodeFinder 自動検出ツールの動作環境について必要な事項に

ついて説明します。 

 

必要なシステム 

ez-NodeFinder および ez-NodeFinder 自動検出ツールを使用するために必要なシステムは次のとお

りです。 

 

•      OS が次のいずれかであること 

（64bitOS は Windows7, 8, 8.1, 10, 2008, 2008R2, 2012, 2012R2 のみ動作保証） 

  Microsoft® Windows® Server 2008, 2008R2 

Microsoft® Windows® Server 2012, 2012R2 

  Microsoft® Windows® Vista Business, Enterprise, Ultimate Edition 

  Microsoft® Windows® 7 Professional, Ultimate Edition 

Microsoft® Windows® 8 Enterprise, Pro 

Microsoft® Windows® 8.1 Enterprise, Pro 

Microsoft® Windows® 10 Enterprise, Pro 

 

•      Microsoft® .NET Framework 3.5 SP1 、4.0 のいずれかがインストールされていること。 

※. Microsoft® .NET Framework 4.0 は 4.5、4.6 等の下位互換性があるバージョンでも動作可能。 

 

•      Microsoft® Vista Business Edition 以降が稼働する環境 

   メモリ：最小構成で 2 GB 以上推奨 

   ハードディスク空き容量：15GB 以上 

 

未対応 OS について 

Windows Vista, 7, 8, 8.1, 10 Home Edition では、管理ツールを利用できません。 
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1. 初回起動 
初回起動時はライセンス入力画面が表示されます。お手持ちのライセンスを入力し、[登録]ボタンを

クリックして下さい。 

 

 

 

登録されたライセンスの情報が表示されるので、確認をして[OK]ボタンをクリックして下さい。 

 

 

登録されているライセンスは、[ヘルプ] > [ライセンス]メニューからも確認・変更ができます。 
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2. ハードウェア検索 
ハードウェア検索機能を用いてネットワークに接続されている機器を検索し、結果を保存することが

できます。検索方法には以下の 2 種類があります。 

通常検索  ：マスターブラウザの情報をもとに検索を行います。 

IP 範囲検索 ：指定した範囲内の IP に対して検索を行います。 

1. 通常検索 

通常検索ではマスターブラウザの情報をもとに検索を行います。 

 

1. [検出]ボタンをクリックします。 
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2. 検索方式を選択します。 

[通常検索]が選択された状態で[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

3. 検索が開始され、検出されたハードウェアが一覧に表示されます。 

 

アイコンの説明 

：WindowsOS の端末 

：プリンター 

：その他の端末 
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2. IP範囲検索 

IP 範囲検索では指定した範囲内の IP に対して検索を行います。 

 

1. [設定] > [検索範囲指定]メニューをクリックし、検索範囲指定画面を開きます。 
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2. ネットワークアドレスとサブネットマスクの組み合わせで、検索する IP アドレスの範囲を指定

します。各項目を入力し、[追加]ボタンをクリックして登録を行います。登録が終了したら[OK]

ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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3. [検出]ボタンをクリックします。 

 

 

4. 検索方式を選択します。 

[IP 範囲検索]が選択された状態で[次へ]ボタンをクリックします。 
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5. 2 で作成した範囲設定のリストが表示されるので、検索したい範囲を選択して[検索開始]ボタン

をクリックします。 

 

 

6. 検索が開始され、検索範囲指定で指定した IP アドレスの範囲内で検出されたハードウェアが一

覧に表示されます。 

※IP 範囲検索で検索を行った場合、プラットフォームの検出は行いません。 

※ウィンドウ右下の[検索範囲]から現在の検索で指定した検索範囲を確認できます。 
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3. 検索結果の読み込み／保存 

ハードウェア検索に検出された機器の情報を CSV ファイルに保存することができます。 

 

1. [ファイル] > [保存]メニューをクリックします。 

2. 保存する場所を選択後、ファイル名を入力し[保存]ボタンをクリックすることで検索結果が保存

されます。 

 

また、保存した CSV ファイルを読み込み、サーチツール上で閲覧することができます。 

 

1. [ファイル] > [読み込み]メニューをクリックします。 

2. 読み込む CSV ファイルを選択後、[開く]ボタンをクリックすることで、ファイルの内容が一覧

に表示されます。 

4. 検索結果の書き出し(『e-Survey+』形式) 

検索した結果を『e-Survey+』(※)にインポート可能な CSV 形式で出力できます。 

(※):『e-Survey+』とは非常駐型 IT 資産管理ツールになります。エージェントレスの為、既存環境に影響を与

えず、他の製品とも併用できます。詳細は HP を御参照下さい 

【製品ホームページ】http://www.nds-tyo.co.jp/e-survey/ 

 

1. [ファイル] > [書き出し] > [e-Survey+形式]メニューをクリックします。 

2. 保存する場所を選択後、ファイル名を入力し[保存]ボタンをクリックすることで『e-Survey+』

にインポートできる形式でファイルが保存されます。 

※資産番号はコンピュータ名、種別 1 は「本体」、種別 2 は「その他」で出力されます。『e-Sur

vey+』にインポートする際は必要に応じてそれぞれ変更を行ってください。 

 

http://www.nds-tyo.co.jp/e-survey/
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3. 差分比較機能 
 ハードウェア検索にて保存したデータ同士を比較し、差分を抽出することができます。 

1. 差分比較 

二つの検索結果ファイル、もしくは検索結果を比較し、機器の増減や項目の変更点を確認することが

できます。 

 

1. [差分比較]ボタンをクリックし、差分抽出画面を開きます。 
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2. 比較元、比較先のファイルを選択します。 

それぞれ[参照]ボタンをクリックし、比較する CSV ファイルを選択してください。 

また、[一覧を使用]にチェックを入れることで、前の画面で検索した結果を比較先のデータとし

て扱うことができます。 
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3. キー項目選択にて比較を行う際のキー項目を選択し、[差分比較]ボタンをクリックしてください。 
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4. 比較元と比較先のデータを比較した結果が一覧に表示されます。 

 

アイコン・ステータスの説明 

  検出 ：比較先のファイルにのみ存在するデータ 

  未検出：比較元のファイルにのみ存在するデータ 

  変更 ：比較元と比較先で項目の一部に変更があるデータ 

 

※読み込んだファイル内にキー項目が比較できないデータ（空白または重複）がある場合、エラ

ーダイアログが表示されます。[OK]ボタンをクリックすることで比較できないデータを CSV フ

ァイルで保存することができます。 

 

また、差分比較により検出のみ・未検出のみ・変更のみのデータをそれぞれ CSV ファイルに保

存することができます。 
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5. 差分比較後、画面右下のステータス別データ出力のコンボボックスにて出力したいステータスを

選択し、[出力]ボタンをクリックします。 

 

6. 保存する場所を選択後、ファイル名を入力し[保存]ボタンをクリックすることで選択したステー

タスの情報が保存されます。 
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2. 差分比較画面から追跡画面へ遷移する 

1. [追跡]をクリックすることで、該当機器について検出履歴を確認することができます。詳細につ

いては 7.端末追跡（P.25）を参照してください。 
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4. 結合（マージ）機能 
ハードウェア検索にて保存したデータ同士を結合し、一つのデータとして閲覧・保存ができます。 

 

1. 結合（マージ） 

複数の検索結果を結合し、一つのデータにまとめることができます。 

 

1. [ファイル] > [結合(マージ)]ボタンをクリックし、マージファイル選択画面を開きます。 

 

2. [ファイル追加]ボタンをクリックし、結合するファイルを選択します。 

ファイルは複数同時に選択できます。 
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3. 選択したファイルが一覧に表示されます。 

さらに[ファイル追加]ボタンにて結合するファイルを追加することができます。 

一覧からファイルを選択し、[ファイル削除]ボタンをクリックすることで一覧から削除され、結

合対象から除外することができます。（実際のファイルは削除されません） 

 

4. 結合時に重複判定を行うためのキー項目を選択し、[マージ]ボタンをクリックします。 
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5. 選択したファイルを結合したデータが一覧に表示されます。 

キー項目が重複しているデータには「  」アイコンが表示されます。

 

 

6. 一覧からデータを選択し、右クリックから削除が行えます。 

 

結合したデータも検索結果と同様に CSV ファイルに保存することができます。 

1. [ファイル] > [保存]メニューをクリックします。 

2. 保存する場所を選択後、ファイル名を入力し[保存]ボタンをクリックすることで検索結果が保存

されます。 
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5. 検出状況の確認 
ez-NodeFinder 自動検出ツール（詳細は 9.端末の自動検出ツール P.31）を使用して収集した情報か

ら、指定期間の機器の検出履歴を追跡（確認）することができます。 

 

自動検出ツール稼働期間

1/1 2/1 4/1 9/30 11/30 12/31

指定期間内に
一度でも検出された機器を確認する

 

 

1. 検出状況の確認 

1. [検出状況確認]ボタンをクリックし、検出状況確認画面を開きます。 

 

 

 

 

2. 条件を指定し、指定期間の端末の検出状況の確認を行います。 

自動検出したデータをまとめるためのキー項目を選択し、その他条件を設定し[抽出]ボタンをク

リックします。 

2.IP 範囲検索(P.4)にてセグメント名を設定している場合、[セグメント指定検出]横のリストは

設定名で表示されます。 
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3. 条件をもとに、期間内に一度でも検出されたハードウェアが一覧に表示されます。 

ハードウェア情報は、指定された条件の中で最後に検出された際の情報が表示されます。 

 

 

アイコンの説明 

：WindowsOS の端末 

：プリンター 

：その他の端末 
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2. 自動検出ツールの稼働状況確認 

1. ハードウェア一覧画面右下の[自動検出ツールの稼働状況確認]ボタンをクリックすることで、 

ez-NodeFinder 自動検出ツールの稼働状況を確認することができます。 

 

2. 該当日に 1 回でも自動検出ツールが実行されていた場合は、日付列のデータが黄色で表示されま

す。 

2.IP 範囲検索(P.4)にてセグメント名を登録している場合、[セグメント名]列の名前は登録した

セグメント名で表示されます。 
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3.  抽出条件確認 

1. ハードウェア一覧画面右下の[抽出条件確認]ボタンをクリックすることで現在ハードウェア一覧

に表示されている情報の抽出条件が確認できます。 
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6. 検出データ解析 
ez-NodeFinder 自動検出ツール（詳細は 9.端末の自動検出ツール P.31）を使用して収集した情報か

ら、指定期間の機器の状況変化を把握することができます。 

 

自動検出ツール稼働期間

1/1 2/1 4/1 9/30 11/30 12/31

指定期間内の
機器の変更状況を解析する

変更 変更 変更 変更

 

1. 検出データ解析 

1. [検出データ解析]ボタンをクリックし、検出データ解析画面を開きます。 

 

 

 

2. 条件を指定し、指定期間内で変化のあった機器の一覧を表示します。 

自動検出したデータをまとめるためのキー項目を選択し、その他条件を設定し[解析]ボタンをク

リックします。 

画面下部に、指定条件で変化のあった機器の一覧が表示されます。 
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3. [出力]ボタンをクリックすることで、画面下部に表示された変化のあった機器の一覧を CSV で

出力することができます。 

2. 自動検出ツールの稼働状況確認 

1. [自動検出ツールの稼働状況確認]ボタンをクリックすることで、ez-NodeFinder 自動検出ツー

ルの稼働状況を確認することができます。該当日に 1 回でも自動検出ツールが実行されていた場

合は、日付列のデータが黄色で表示されます。2.IP 範囲検索(P.4)にてセグメント名を登録して

いる場合、[セグメント名]列の名前は登録したセグメント名で表示されます。 
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3. 検出データ解析画面から追跡画面へ遷移する 

1. [追跡]ボタンをクリックすることで、該当機器について検出履歴を確認することができます。詳

細については 7.端末追跡（P.25）を参照してください。 
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7. 端末追跡 
ez-NodeFinder 自動検出ツール（詳細は 9.端末の自動検出ツール P.31）を使用して収集した情報か

ら、指定期間の機器の検出履歴を追跡（確認）することができます。 

 

自動検出ツール稼働期間

1/1 2/1 4/1 9/30 11/30 12/31

指定期間内の
機器の検出履歴を追跡（確認）する

 

 

1. 端末追跡 

1. [端末追跡]ボタンをクリックし、端末追跡画面を開きます。 
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2. 条件を指定し、指定期間内の機器の検出履歴を追跡（確認）します。 

データを追跡する際のキー項目を選択し、その他条件を設定し[追跡]ボタンをクリックします。 

2.IP 範囲検索(P.4)にてセグメント名を設定している場合、[セグメント指定検出]横のリストは

設定名で表示されます。 

 

画面下部に、指定条件で変化のあった機器の検出履歴が表示されます。 

 

 

3. [変更があった日時]内の日付をクリックすることで、変化があった日付のデータに移動すること

が可能です。 
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4. [出力]ボタンをクリックすることで、画面下部に表示された機器の検出履歴を CSV 出力するこ

とができます。 

 

 

2. 自動検出ツールの稼働状況確認 

 

1. [自動検出ツールの稼働状況確認]ボタンをクリックすることで、ez-NodeFinder 自動検出ツー

ルの稼働状況を確認することができます。該当日に 1 回でも自動検出ツールが実行されていた場

合は、日付列のデータが黄色で表示されます。2.IP 範囲検索(P.4)にてセグメント名を登録して

いる場合、[セグメント名]列の名前は登録したセグメント名で表示されます。 
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8. 管理 
 

1. 検出リスト 

自動検出ツール（詳細は 9.端末の自動検出ツール P.31）を使用して収集した検出リストの編集ができ

ます。 

自動検出ツールのメール送信設定機能が有効である場合、検出リスト（登録済リスト）に登録されて

いない機器が、検出された段階でメールが送信されます。 

 

1. 「管理」メニューから、「検出リスト」ボタンをクリックし検出リスト編集画面を開きます。 

 

 

 

2. 検出リストとして登録済である機器は登録済リストに表示されます。 

検出リストに登録していない機器は未登録リストに表示されます。 

未登録リストの機器をメール送信しないようにするには、機器を選択した状態で「登録済リスト

へ移動」ボタンをクリックします。 

※登録済リストに移動させない場合、翌日以降も機器が検出されるたびにメールが送信されます。 
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3. 管理する上で不要なデータは、右クリックメニューから「削除」をクリックします。 
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9. 端末の自動検出ツール 
ez-NodeFinder ではネットワークに接続されている機器を定期的に検索し、共有フォルダにアップ 

ロードする自動検出ツールが使用できます。 

ここでは自動検出ツールの設定方法および使用方法について説明します。 

 

1. 自動検出設定 

自動検出ツールの設定、および設定した内容を反映した自動検出ツールの配布用ファイルの作成がで

きます。 

 

1. [設定] > [自動検出設定]メニューをクリックし、自動検出設定画面を開きます。 
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2. 自動検出ツールの設定、もしくは配布を行う場合は「自動検出を行う」チェックを付けます。 

実施間隔は、各 0 分を起点にして指定された間隔で実行します。 

（例）実施間隔 20 分を設定した場合、ツールを起動した時刻を起点に 20 分間隔ではなく 

XX 時 0 分、XX 時 20 分,XX 時 40 分に実行される。 

 

ユーザ名、パスワードは共有フォルダにアクセスする際に使用する情報を入力します。 

※自動検出結果の保存先フォルダにのみアクセスできる権限のユーザを設定することを推奨しま

す。自動検出ツールを配置した端末に、画面で設定したユーザのアクセス権限が付与されるため、

意図しないフォルダへのアクセスが可能になってしまいます。 
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3. 検出リスト（詳細は 8.1 検出リスト P.29）に登録されていない機器を検出した際に、メール送

信を行う場合は「新しい機器を検出した場合、メールを送信する」にチェックを付けます。 

 

キー項目を選択し、メール送信を行う SMTP サーバの情報を入力します。 

また、メール送信時に使用するアドレス情報を入力します。 

※メール送信を行う場合、アンチウィルスソフト等のメール送信セキュリティ機能の解除が必要

な場合があります。必要に応じて、「AutoSearchCore.exe」がメール送信できるようセキュ

リティ設定を変更してください。 

 

新たに検出された機器は、検出リストの未登録リストに追加されます。 

 

 

 

4. 「配布ツール作成」ボタンをクリックすることで自動検出ツールを作成することができます。 
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2. 自動検出ツールの実行 

「1.自動検出設定」で配布した自動検出ツールを実行することで、ネットワークに接続されている機

器を定期的に検索し共有フォルダにアップロードします。 

 

1. 「1.自動検出設定」で配布した自動検出ツール内の、AutoSearch.Exe をダブルクリックします。 

 

 

2. 実行後、デスクトップ画面の右下に「自動検出を開始しました。」と表示されれば正常に自動検

出が開始されています。収集結果は設定した共有フォルダ上に自動的にアップロードされます。 

 

 

なお共有フォルダが存在しない場合など、共有フォルダにアクセスできない場合、下記のウィン

ドウが表示され自動検出ツールフォルダ内に収集結果が保存されます。 

※ローカルに保存された収集結果のデータを確認する場合、メール等で送付し共有フォルダ内に

配置してください。
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3. 自動検出ツールの終了 

ez-NodeFinder 自動検出ツールは、通知領域のアイコンを右クリックし「終了」をクリックすること

で終了することができます。 
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4. 参考：Windows起動時に自動検出ツールを自動的に起動する 

スタートアップにアプリケーションを登録することで、Windows 起動時に ez-NodeFinder 自動検出

ツールを自動的に起動することができます。 

 

1. 「1.自動検出設定」で配布した自動検出ツール内の、AutoSearch.Exe を右クリックしショート

カットを作成します。 

 

 

2. エクスプローラを開き、以下のパスにアクセスします。 

C:¥Users¥(ユーザ名)¥AppData¥Roaming¥Microsoft¥Windows¥Start Menu¥Programs¥Start

up 

※（ユーザ名）は使用している端末のユーザ名を指定します。 

 

 

先ほど作成したショートカットをフォルダ内に移動させます。 

 

以上で Windows 起動時に自動検出ツールを自動的に起動する方法を終了します。 
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ご不明点等ございましたら、弊社サポート担当へお問合せ下さい。 

 

サポート窓口（受付時間帯：弊社営業日 09:00～18:00） 

e-Mail：esurvey-support@nds-tyo.co.jp 
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